
葬儀の香典は？Q

　

文
科
省
に
よ
る
と
、
公

立
小
中
学
校
の
普
通
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
は

95
・
７
％
、
部
活
や
災
害

時
の
避
難
所
の
他
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
で
も
あ

る
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
11
・
９
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
と
住
民
の
命
を
守

る
観
点
か
ら
、
自
治
体
の

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
国

の
支
援
制
度
を
利
用
し
て

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
考
え
は
。

　

近
年
の
猛
暑
で
熱
中
症

対
策
は
も
と
よ
り
、
避
難

所
機
能
を
有
す
る
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

断
熱
性
の
低
い
体
育
館
へ

の
導
入
は
多
額
の
経
費
と

維
持
管
理
費
を
要
し
、
補

助
制
度
を
活
用
し
て
も
即

座
の
取
り
組
み
は
困
難
で

あ
る
。
優
先
順
位
を
定
め

て
各
種
施
策
を
進
め
る
中

で
、
大
規
模
改
修
が
一
段

落
し
た
学
校
施
設
は
、
ト

　

ペ
ッ
ト
は
家
族
と
い
う

意
識
が
根
付
い
て
い
る

今
、
災
害
時
に
飼
い
主
が

避
難
所
ま
で
ペ
ッ
ト
と
同

行
避
難
は
可
能
だ
が
、
受

け
入
れ
態
勢
に
地
域
差
が

あ
り
周
知
も
不
十
分
で
あ

る
。
人
と
動
物
の
命
を
守

る
た
め
３
点
提
案
し
た

い
。

①
ペ
ッ
ト
同
伴
者
専
用
の

避
難
所
、
避
難
ス
ペ
ー
ス

②
ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
訓

練
の
実
施

③
災
害
に
備
え
た
飼
い
犬

の
し
つ
け
方
教
室

　

ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員

と
の
意
識
が
一
般
的
に
な

る
中
、
普
段
と
異
な
る
避

難
生
活
に
お
い
て
も
ペ
ッ

小中学校の体育館にもエアコンを

町長／他市町の動向を注視
　　　　　　　　　慎重に検討

災
害
時
に

　
　
「
ペ
ッ
ト
同
室
避
難
」
体
制
を

町
長
／
町
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

一般質問

ト
と
共
に
過
ご
せ
る
環
境

が
飼
い
主
の
心
の
安
定
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
本
町
で
は
砥
部
地

域
の
小
学
校
と
ひ
ろ
た
交

流
セ
ン
タ
ー
で
ペ
ッ
ト
と

一
緒
に
避
難
す
る
同
行
避

難
が
可
能
だ
が
、
不
特
定

の
避
難
者
が
集
ま
る
施
設

内
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や

鳴
き
声
な
ど
を
考
慮
し
、

建
物
内
へ
の
連
れ
込
み
は

原
則
不
可
と
し
て
い
る
。

①
施
設
の
収
容
能
力
に
余

裕
が
あ
れ
ば
専
用
ス

ペ
ー
ス
は
可
能
だ
が
、
学

校
や
集
会
所
で
は
難
し

い
。

②
将
来
的
な
訓
練
実
施
に

先
立
ち
、
町
独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
取
り
組

む
。

③
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

髙橋　久美 議員
く　みたかはし

髙
橋

髙
橋

髙
橋

町
長

町
長

イ
レ
洋
式
化
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
導
入
は
、

他
市
町
の
動
向
を
注
視
し

て
慎
重
に
検
討
す
る
。

　

第
２
期
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
が
令

和
６
年
度
で
終
了
し
、
第

３
期
は
令
和
７
年
度
か
ら

11
年
度
に
な
る
。
事
前
の

ニ
ー
ズ
調
査
で
、
部
活
動

時
の
熱
中
症
対
策
と
し
て

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
要
望
が
あ
る
か
ど
う
か

を
聞
く
こ
と
は
で
き
る

か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
担
当

課
と
十
分
協
議
し
て
可
能

か
ど
う
か
検
討
す
る
。

の
し
つ
け
方
講
座
や
動
物

に
関
す
る
相
談
の
利
用
を

周
知
。
災
害
時
の
ペ
ッ
ト

に
関
す
る
知
識
や
危
機
管

理
能
力
を
習
得
す
る
民
間

資
格
を
調
査
研
究
す
る
。

町
長
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議員本人が参列の場合はＯＫA

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
に
よ
り
、
消
費
税
の
納

入
を
免
除
さ
れ
て
き
た
、

年
間
売
上
１
０
０
０
万
以

下
の
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
、
新
た
な
税
負

担
が
生
じ
る
。
免
税
事
業

者
の
ま
ま
で
は
、
発
注
元

か
ら
の
値
下
げ
や
、
仕
事

が
受
注
で
き
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
地

域
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
る

要
因
に
な
る
。
本
町
に
与

え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

取
引
に
お
け
る
正
確
な

消
費
税
額
と
税
率
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
課
税
事

業
者
と
免
税
事
業
者
間
で

の
不
公
平
感
を
改
善
す
る

事
を
目
的
と
し
て
導
入
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
小

企
業
者
の
経
済
活
動
に
影

響
が
出
る
事
は
承
知
し
て

い
る
。
負
担
軽
減
措
置
も

数
年
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
影
響
は
限
定
的
と
考
え

て
い
る
。
引
き
続
き
関
係

団
体
と
連
携
し
注
視
し
て

い
く
。

　

４
月
１
日
か
ら
法
改
正

に
よ
り
年
齢
を
問
わ
ず
自

転
車
に
乗
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ

た
。
通
学
等
で
自
転
車
に

乗
る
機
会
が
増
え
る
中
高

校
生
の
事
故
率
が
突
出
し

て
高
い
こ
と
か
ら
講
じ
ら

れ
た
措
置
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
事
故
率
の

高
い
中
高
校
生
や
、
よ
り

重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者

へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費

の
補
助
を
し
て
は
ど
う

か
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
る
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
有
効
で

あ
る
こ
と
は
、
警
察
に
よ

る
事
故
統
計
の
結
果
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
先
行

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助
を

町
長
／
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

本町におけるインボイス制度の影響は

町長／関係団体と連携のうえ注視

一般質問

日
野

日
野

町
長

し
て
い
た
県
条
例
か
ら
10

年
を
経
て
、
今
回
、
道
路

交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
年

齢
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

人
の
着
用
が
全
国
一
律
に

努
力
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

個
々
の
責
任
に
お
い
て
購

入
し
、
着
用
を
す
べ
き
も

の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

従
っ
て
補
助
に
つ
い
て
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
引
き
続
き
学
校
に
お

け
る
交
通
安
全
教
育
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
広
報

等
に
よ
り
住
民
に
周
知
す

る
。

　

令
和
４
年
12
月
末
の
愛

媛
県
警
の
事
故
発
生
状
況

は
、
事
故
件
数
は
２
１
３

２
件
で
、
そ
の
う
ち
自
転

車
事
故
件
数
は
４
６
１
件

で
あ
る
。
当
事
者
発
生
状

日野　惠司 議員
ひ　の けいじ

　

こ
の
制
度
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
方
に
非
常
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
。
同
セ
ン

タ
ー
は
本
町
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
る
が
、
こ
の
導
入
に
よ

り
１
３
０
０
万
円
の
消
費

税
負
担
に
な
る
。
町
と
し

て
補
助
金
の
増
額
を
し
て

は
ど
う
か
。

　

町
に
と
っ
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
を

し
て
い
る
。
負
担
軽
減
措

置
の
終
了
時
点
ま
で
に
十

分
検
討
す
る
。

況
は
小
中
生
が
60
人
、
高

校
生
が
75
人
、
高
齢
者
が

１
０
９
人
で
圧
倒
的
に
高

齢
者
が
多
い
。
他
市
で
は

65
歳
以
上
の
補
助
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

本
町
で
も
今
後
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

町
長

日
野

日
野

町
長

みんなヘルメットを！
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佐々木　隆雄 議員
たかお

町内会に寄付をしたいが、妻名義では？Q

一般質問

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
助
成
を

町
長
／
来
年
度
か
ら
導
入
検
討

松
山
南
砥
部
分
校
支
援
内
容
は

町
長
／
魅
力
化
を
支
援

健康保険証残すべきでは

町長／国の決定に従う

町
長

　

健
康
保
険
証
を
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
一
本
化
す
る
法
案
が

成
立
し
た
が
、
誤
登
録
や

情
報
漏
え
い
、「
資
格
無

効
」
と
表
示
さ
れ
る
カ
ー

ド
で
の
受
診
ト
ラ
ブ
ル
が

続
出
し
て
い
る
。
保
険
証

廃
止
後
、
カ
ー
ド
を
持
た

な
い
人
は
公
的
保
険
診
療

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
結
果

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
現

行
の
保
険
証
を
残
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

令
和
７
年
７
月
末
で
廃

止
予
定
で
あ
る
。
廃
止
以

降
、
カ
ー
ド
を
持
た
な
い

方
は
当
分
の
間
、
申
請
に

よ
ら
ず
職
権
で
資
格
確
認

書
を
交
付
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
保
険
診
療
を
受
け

ら
れ
な
い
事
態
に
は
至
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
保

険
証
廃
止
時
期
が
延
長
さ

れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
国
の
決

定
に
従
い
、
住
民
の
不
安

払
拭
に
取
り
組
む
。

　

５
月
24
日
、「
加
齢
性

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

か
か
わ
る
公
的
補
助
を
求

め
る
署
名
」
３
９
３
筆
が

町
長
に
提
出
さ
れ
た
。
助

成
制
度
導
入
を
求
め
る
。

　

他
市
町
で
は
導
入
に
よ

り
、
介
護
予
防
な
ど
効
果

が
見
ら
れ
る
。
今
回
多
く

　

松
山
南
砥
部
分
校
は
、

２
０
２
５
年
度
か
ら
定
員

が
80
人
に
な
る
。
学
校
の

魅
力
化
に
向
け
た
町
の
支

援
策
の
検
討
状
況
は
。

　

カ
ー
ド
に
は
29
分
野
の

個
人
情
報
が
ひ
も
づ
け
ら

れ
る
が
、
各
担
当
課
の
現

場
で
は
可
能
か
。

　

検
討
し
て
い
な
い
の
で

今
は
答
弁
で
き
な
い
。

　

申
請
、
返
納
状
況
は
。

　

８
月
31
日
現
在
、
１
６

５
１
０
人
に
交
付
。
返
納

は
令
和
４
年
度
４
件
、
今

年
度
３
件
。

の
声
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
来
年
度
導
入

に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

　

他
市
町
の
事
例
は
。

　

一
般
的
に
は
、
年
齢
は

65
歳
以
上
、
医
者
の
証
明

が
必
要
、
支
給
は
半
額
、

上
限
設
定
が
あ
る
。

佐
々
木

佐
々
木

佐
々
木

佐
々
木

佐
々
木

佐
々
木

町
長

介
護
福
祉
課
長

戸
籍
税
務
課
長

町
長

町
長

　

企
業
誘
致
に
お
け
る
新

コ
ー
ス
開
設
に
係
る
経

費
、
全
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル

や
県
内
外
か
ら
の
生
徒
募

集
に
係
る
経
費
を
支
援
す

る
。
住
環
境
に
つ
い
て
は

教
育
寮
の
建
設
に
取
組
む
。

町
長

佐
々
木

企
画
政
策
課
長

さ さ き

　

所
得
制
限
な
し
で
検
討

し
た
い
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
は
。

　

詳
細
は
ま
だ
確
定
し
て

い
な
い
。
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妻名義でも実質的には議員による寄付でA

　

た
め
池
は
、
農
業
用
水

を
確
保
す
る
た
め
に
造
成

さ
れ
た
人
工
池
で
、
受
益

者
で
あ
る
水
利
組
合
が
維

持
管
理
す
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
調
整
池
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め

池
も
あ
り
、
今
後
は
適
切

な
安
全
対
策
が
よ
り
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
水
利
組

合
を
取
り
巻
く
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

本
町
に
は
、
農
業
用
た

め
池
が
59
か
所
あ
り
、
農

業
を
支
え
る
重
要
な
施
設

と
し
て
、
各
地
域
の
水
利

組
合
が
管
理
し
て
い
る
。

異
次
元
の
少
子
化
対
策
は

町
長
／
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
す

町
長

一般質問

ため池の維持管理は
町長／指導・助言に務める

松﨑　浩司 議員
まつさき こうじ

松
﨑

松
﨑

　

政
府
は
２
０
３
０
年
ま

で
を
少
子
化
反
転
の
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
と
位
置
付
け

様
々
な
施
策
を
打
ち
出
そ

う
と
し
て
い
る
。
今
後
、

国
に
な
ら
い
本
町
で
も
異

次
元
の
少
子
化
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　

本
町
で
は
、
松
山
圏
域

連
携
に
よ
る
婚
活
事
業
や

　

町
に
お
い
て
は
、
豪
雨

等
に
よ
る
た
め
池
決
壊
の

被
害
を
想
定
し
て
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や

「
た
め
池
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
に
よ
る
「
防
災
重

点
た
め
池
」
の
点
検
な
ど
、

安
全
性
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
水
利
組
合
組

織
や
利
水
方
法
の
実
態
に

つ
い
て
は
、
詳
し
く
把
握

で
き
て
い
な
い
た
め
、
実

態
把
握
を
行
い
、
指
導
・

助
言
に
努
め
て
い
く
。

子
育
て
用
品
の
購
入
費
助

成
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
６
月
補

正
に
お
い
て
、
不
妊
治
療

費
等
助
成
、
若
年
出
産
世

帯
応
援
金
及
び
多
子
世
帯

引
っ
越
し
費
用
を
支
援

し
、
４
月
か
ら
適
用
す
る

な
ど
、
妊
娠
を
望
む
夫
婦

に
手
厚
い
支
援
を
行
う
こ

と
で
少
子
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
本
町
と
し

て
は
、
改
め
て
異
次
元
の

町
長砥部町若年出産世帯応援事業

令和５年４月１日以降に生まれたお子さまの出生日に29歳以下であっ
た夫婦（ひとり親家庭含む）を対象に、育児用品、時短家電、省エネ家電
の購入費用を補助します。

令和５年度

必要な書類等を確認して、子育て支援課に申請してください。

砥部町子育て支援課
お問い合わせ先

詳しくは、
ホームページを

ご覧ください。電話 089-962-6299 
土･日･祝日を除く 8:30～17:15

29歳以下の出産世帯を応援します

上限 万円

育児用品（※紙おむつ対象外）

時短家電
省エネ家電の購入費を

キャッシュバック

補助
金額 20

新生児１人につき

申請期限 令和6年３月29日（金）まで
令和５年度の

【県市町連携事業】

対
策
を
講
じ
る
と
い
う
よ

り
、
国
の
施
策
に
対
応
し
、

既
存
事
業
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
子
育
て

支
援
、
少
子
化
対
策
の
充

実
を
目
指
す
考
え
で
あ

る
。「※

こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」
へ
の
対
応
が
課

題
で
あ
る
た
め
、
令
和
６

年
度
か
ら
の
民
間
施
設
誘

致
等
も
含
め
て
、
現
在
の

待
機
児
童
解
消
を
最
優
先

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
　

※

「
こ
ど
も
誰
で
も

　
　

通
園
制
度
」
と
は
就

　
　

労
要
件
を
問
わ
ず
、

　
　

未
就
園
児
を
預
け
ら

　
　

れ
る
こ
と
。

ため池を点検中
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田んぼダムの推進を

町長／研究を進めたい

　

雨
水
を
一
時
的
に
田
ん

ぼ
に
た
め
て
川
へ
ゆ
る
や

か
に
流
す
、
田
ん
ぼ
ダ
ム

の
推
進
は
農
地
や
農
業
用

施
設
の
保
全
管
理
だ
け
で

な
く
、
地
域
農
業
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
田

ん
ぼ
ダ
ム
を
実
施
す
る
水

田
に
は
30
㎝
程
度
の
十
分

な
高
さ
の
あ
る
堅
固
な
畦

畔
（
あ
ぜ
）
が
必
要
と
な

る
。
畦
畔
の
新
た
な
築
造

や
補
強
に
対
し
て
補
助
金

を
出
し
て
は
ど
う
か
。

　

よ
り
多
く
の
農
家
が
参

加
し
、
広
範
囲
の
水
田
で

実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
効

果
が
得
ら
れ
る
一
方
、
農

家
側
に
は
排
水
時
間
の
増

加
、
草
や
ご
み
な
ど
に
よ

り
排
水
口
が
閉
塞
す
る
リ

ス
ク
、
水
位
調
整
作
業
増

加
、
稲
の
生
育
や
収
量
に

影
響
す
る
こ
と
の
懸
念
な

ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
本
町
の
水
田
は
区
画

整
理
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

畦
畔
の
構
築
だ
け
で
は
農

作
業
に
支
障
が
生
じ
る
こ

　

防
災
減
災
に
向
け
た

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の

対
策
、
特
に
森
林
の
手
入

れ
は
必
要
だ
。
そ
の
た
め

に
も
森
林
整
備
の
担
い
手

で
あ
る
グ
リ
ー
ン
キ
ー

パ
ー
を
支
援
し
、
企
業
と

し
て
持
続
可
能
な
強
い
体

質
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
地
域
の
く
ら

し
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
う
第
三
セ
ク
タ
ー
と

し
て
、
よ
り
良
い
企
業
に

育
成
し
て
い
く
た
め
の
方

策
は
。

　

昨
年
度
２
名
が
退
職
し

現
在
５
名
が
勤
務
し
て
い

る
が
、
今
後
高
齢
化
が
進

み
、
労
働
力
不
足
が
深
刻

化
す
る
た
め
、
従
業
員
の

確
保
が
課
題
で
あ
る
。
必

要
な
指
導
や
助
言
、
有
効

一般質問

グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
の
育
成
を

町
長
／
魅
力
あ
る
会
社
を
め
ざ
す

スポーツ大会の慰労会にビールを送るのは？

と
も
考
え
ら
れ
、
効
果
だ

け
で
な
く
、
農
作
物
へ
の

影
響
な
ど
様
々
な
角
度
の

情
報
を
、
関
係
者
で
共
有

し
理
解
を
得
る
こ
と
が
最

重
要
と
考
え
て
い
る
の

で
、
今
後
、
研
究
を
進
め

た
い
。

　

異
常
な
温
暖
化
の
中
で

多
額
の
経
費
や
時
間
が
か

か
る
ハ
ー
ド
整
備
と
並
行

し
て
、
ソ
フ
ト
対
策
も
必

要
で
は
な
い
か
。

　

町
の
田
ん
ぼ
は
比
較
的

少
な
く
、
田
ん
ぼ
が
ダ
ム

の
役
割
を
果
た
す
と
い
う

こ
と
は
限
定
的
だ
と
思

う
。

な
支
援
を
し
っ
か
り
と
行

う
。

　

魅
力
あ
る
職
場
作
り
に

つ
い
て
社
長
の
考
え
は
。

　

従
業
員
確
保
と
い
う
こ

と
で
は
、
や
は
り
賃
金
、

ボ
ー
ナ
ス
で
あ
り
初
任
給

の
見
直
し
を
行
っ
た
。
他

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

募
集
、
伊
予
農
業
高
校
特

用
林
産
科
生
徒
へ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
就
職
案
内
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
砥

部
中
生
の
職
場
体
験
も
考

え
た
い
。

　

補
助
金
で
経
営
が
成
り

立
つ
よ
う
で
は
、
や
る
気

が
し
な
い
。
自
ら
利
益
を

出
す
企
業
に
な
る
と
、
周

　岡　利昌 議員
にしおか としまさ

　

岡

　

岡

　

岡

　

岡

　

岡

町
長

町
長

町
長

社
長（
副
町
長
）

り
の
考
え
も
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

社
長
と
も
話
し
、
魅
力

あ
る
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー

作
り
と
合
わ
せ
、
災
害
防

止
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。

Q

町
長

グリーンキーパーの作業風景

(財)日本ダム協会ホームページより抜粋

とべ議会だより
令和5年11月1日発行
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